
資料９ 

令和５年度 茅ヶ崎市災害対策本部運営訓練（図上訓練）実施概要 

 

 大規模災害発生時に迅速かつ的確に対応するために、茅ヶ崎市災害対策本部による情報処理、

応急対策の検討、庁内各部及び防災関係機関等との連絡調整などの活動において、訓練・検証等

を行う「茅ヶ崎市災害対策本部運営訓練（図上訓練）」を実施します。 

 

１ 訓練の概要 

（１） 日時 

令和５年１１月１５日（水）９時００分～１６時００分 

※活動スペース設営訓練：９時００分から９時３０分 

訓 練 時 間：１０時００分から１５時３０分（休憩：１２時００分から１３時００分） 

訓練振返り：１５時３０分から１６時００分 

（２） 主な訓練会場 

  【本部員会議】 

   市役所本庁舎５階 庁議室 １１時００分～１１時３０分／１５時００分～１５時３０分 

  【重点課題、対策の検討】 

   市役所本庁舎４階 会議室 １０時００分～１５時３０分 

  【執行部による対応検討】 

   各部局執務室（各部活動場所） 

※このほか、適宜、訓練参加者間で協議や調整、情報伝達等が行われます。 

（３） 訓練の要点 

  ア 災害対策本部体制の基礎事項に係る理解の向上 

  イ 情報処理能力の向上 

  ウ 入手情報など状況変化に応じた対応策の検討 

  エ 本部員会議の効率的運営、特に会議目的に沿った審議 

  オ 統括調整部と執行部の対策協議・調整 

  カ 地震発災初動期の対応能力と執行部の主体的活動の向上 

（４） 参加者（予定） 

茅ヶ崎市職員約２００名（統括調整部約７０名、執行部約１３０名） 

※本年度は、災害発生直後（発災後 3時間）のフェーズを訓練するため、防災関係機関や

協定先等の当日会場参加は予定しておりません。 

 

２ 訓練実施方法 

  訓練参加者（プレイヤー）が事前に示される「初期情報」や訓練統制部（コントローラー）か

ら訓練間に付与される「状況付与（被害状況、関係機関等の活動状況）」などを基に、情報の収

集・分析、災害応急対策の立案・調整、会議の開催等の応急対策活動を実施する、ロールプレ

イング方式の訓練。 

  初期情報は、訓練一か月程度前に提示し、各部・各班における事前検討期間を設ける。 



３ 訓練上の災害想定 

  令和Ｘ年（２０ＸＸ年）９月５日（火）※１３時０１分、神奈川県西部沖を震源とするマグニ

チュード７．９の大規模な地震が発生し、市内の大部分の地域で震度７を観測し、地震発生直

後にはおよそ６ｍの津波が襲来したとの想定で訓練を実施。 

  ※日時等は、訓練上の想定とし、実施日とは異なる。 

 

４ 特徴 

（１） 総合的な対策を検討するための想定地震を独自に設定 

津波対策や家屋倒壊、延焼火災などの甚大な被害発生に伴う重大課題の検討や、多数避難

者の発生による避難所環境の検討など、総合的な対策の検討に資する訓練を行うため、従

来実施していた「都心南部地震」ではなく、大正型関東地震の被害想定を参考に、独自に

想定地震を設定します。 

【被害想定の概要】 

 ●建物被害：約２２，０００棟（全壊棟数７，０００棟、半壊棟数１５，０００棟） 

 ●火災被害：出火件数３０件、焼失棟数２，６５０棟 

 ●死傷者数：死者３００人、重症１４５人、中等症１，４５５人、軽症２，２３５人 

 ●避難所避難者数：４９，８３０人（１～３日後） 

 ●帰宅困難者数：５，１２０人 

 ●ライフライン被害 

上水道：市内全域で断水、電力：市内全域停電、都市ガス：被害割合１００％ 

  通信：被害割合約９０％（携帯電話：非常につながりにくい状態） 

（２） 各部の課題を反映した総合的な訓練 

訓練企画段階において各部が抱える課題等を抽出し、初期情報または状況付与に反映させ

ることで、訓練間に課題を検証し、各部の応急対策活動マニュアル等の実効性を高めると

ともに、訓練統制部に各部職員が参加することで、より具体的な課題の検討につなげます。 

（３） ２か年をかけて初動体制を向上（発災初動期の具体的な訓練） 

各部の応急対策活動マニュアルの精度向上を図るため、地震発生初動期を状況設定。 

発災直後の状況（発災から３時間以内＝対応フェーズⅠ）は、初期情報において各部の活

動を反映、発災３時間以降（対応フェーズⅡ）の状況を訓練で実施。 

なお、対応フェーズⅡ（２４時間以内）における対応について、令和５年度にはフェーズ

Ⅱの初期（発災３時間後から７時間後）を、令和６年度にはフェーズⅡ後半（２０時間後

から２４時間後）の時間帯を設定し、２か年にわたる訓練を行うことで、発災初動期の応

急対策活動や優先業務の基本的な考え方に基づく具体的な活動の検討や関係機関等との

連絡調整など、対策の手順や実効性を確認します。 

災害対応フェーズの目安（茅ヶ崎市業務継続計画より） 

対応フェーズⅠ：３時間以内 

対応フェーズⅡ：２４時間以内 

   対応フェーズⅢ：７２時間以内 



５ 訓練スケジュール（訓練当日の流れ） 

想定日時 

9月 2日(火) 
経過時間 

訓練当日 

11月 15日(水) 
訓練間の動き 

13:01 
初期情報 

発災 

14:00 第 1回本部員会議 

16:00 3時間後 10:00 訓練開始 

17:00 4時間後 11:00 第 2回本部員会議 

18:00 5時間後 12:00 午前中訓練終了 

－ － 12:00～13:00 休憩 

18:00 5時間後 13:00 午後訓練再開 

20:00 7時間後 15:00 第 3回本部員会議 

20:30 7.5時間後  訓練終了 

－ － 15:30～16:00 訓練振返り 

  ※訓練当日は、9 時より統括調整部活動スペースの設営及び各部訓練準備を進め、10 時より

災害対策本部運営訓練（図上訓練）を開始します。 

 

６ 図上訓練に向けて（今後のスケジュール） 

時期 概要 

8月 

中旬：各部課題等抽出・とりまとめ【事務局】 

下旬：茅ヶ崎市防災会議幹事会・訓練概要説明【事務局】 

：初期情報（案）に基づく理事者説明【事務局】 

9月 
上旬：庁内・訓練参加者照会【事務局】 

：防災関係機関・初期情報（案）意見照会及び参観意向調査【事務局】 

10月 

上旬：初期情報完成【事務局】 

：訓練参加者説明会／以降、訓練事前検討期間【参加者】 

下旬：状況付与計画完成【事務局】 

：訓練統制部（コントローラー）説明会【事務局】 

11月 15日（水）：災害対策本部運営訓練（図上訓練）当日 

～ 以降、各部・各班における訓練振返り【参加者】 

1月 中旬：各部応急対策活動マニュアル提出【各部】 

2月 16日（金）：災害対策本部運営訓練（図上訓練）振り返り・検証会【参加者】 

 


